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南
海
電
気
鉄
道
（
南
海
電
鉄
）
の
前

身
は
、
明
治
十
八
年
難
波
│
大
和
川
間
を

開
業
し
た
阪は
ん
か
い堺
鉄
道
に
始
ま
る
。
明
治

三
十
一
年
に
は
新
設
の
南
海
鉄
道
と
合
併
。

以
後
、
四
十
二
年
に
競
合
路
線
の
浪
速
電

車
軌
道
、
大
正
四
年
に
は
同
じ
く
阪
堺
電

気
軌
道
を
続
々
と
合
併
。
そ
し
て
、
大
正

十
一
年
九
月
に
大
阪
高
野
鉄
道
、
高
野
大

師
鉄
道
を
合
併
し
て
い
る
が
、
初
三
郎
は
、

そ
の
半
年
程
前
の
二
月
に
「
高
野
電
車
沿

線
名
所
図
絵
」
を
刊
行
し
て
い
る
。

　
大
阪
汐
見
橋
を
起
点
と
し
て
、
住
吉
、

堺
、
長
野
を
経
由
し
て
高
野
山
麓
の
橋
本

に
達
す
る
路
線
と
高
野
山
上
の
一
大
宗
教
・

観
光
都
市
―
―
平
安
初
期
の
僧
・
弘
法
大

師
（
空
海
）
が
八
一
六
年
、
嵯
峨
天
皇
の

勅
許
を
得
て
開
山
し
た
金こ
ん
ご
う剛

峯ぶ

じ寺
を
中
心

と
し
た
僧
院
、
住
宅
、
学
校
な
ど
を
立
体

絵
地
図
風
に
描
画
し
た
作
品
で
あ
る
。

　
初
三
郎
の
「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」
に
よ

れ
ば
、
本
図
絵
完
成
の
志
を
立
て
、
踏
査

が
実
現
し
た
の
は
、
大
正
九
年
春
の
こ
と
。

高
野
山
図
絵

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京（都立大学）非常勤講師。日本国際地図学会常任委員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。

連載─第11回

高
野
聖
山
鳥
瞰
図
・
高
野
山
鳥
瞰
図
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以
来
、
二
カ
月
を
費
や
し
て
絹
本
天
地
三

尺
五
寸
、
横
幅
一
丈
六
尺
に
わ
た
る
原
画

を
完
成
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
印
刷
折
図
・
原
画
と
も
、
そ
の
沿
線
の

様
子
と
山
上
都
市
の
全
貌
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
く
る
が
、
橋
本
か
ら
九
度
山
町
、

矢
立
を
経
て
山
上
大
門
終
点
に
至
る
延
長

線
は
、
計
画
線
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
の
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
変
わ
る
初
三
郎
作
品
が
、
昭
和

九
年
、
弘
法
大
師
一
千
百
年
御
遠
忌
記
念

出
版
の
「
高
野
山
図
絵
」
で
、
改
訂
版
と

も
い
え
る
本
図
で
あ
る
。

　
大
正
十
四
年
三
月
に
設
立
し
た
高
野
山

電
気
鉄
道
は
、
高
野
下
―
紀
伊
神
谷
間
の

開
通
に
始
ま
り
、
昭
和
七
年
に
は
南
海
鉄

道
と
の
相
互
乗
り
入
れ
を
実
施
し
、
難
波

―
高
野
山
間
の
直
通
運
転
を
開
始
し
た
。

こ
の
高
野
山
電
気
鉄
道
が
、
戦
時
中
の
合

併
分
離
を
経
て
、
昭
和
二
十
二
年
、
社
名

を
改
め
発
足
し
た
南
海
電
気
鉄
道
の
母
体

と
な
り
、
現
在
の
路
線
網
に
至
っ
て
い
る
。

　
よ
く
見
る
と
、
極
楽
橋
か
ら
高
野
山
ま

で
の
鋼
索
線
も
し
っ
か
り
描
画
。
乗
車
す

れ
ば
高
野
山
上
へ
の
誘
い
の
旅
が
待
っ
て

い
る
巧
み
な
筆
致
で
あ
る
。
ま
た
、
鳥
瞰

図
そ
の
も
の
が
機
密
保
護
上
ス
パ
イ
扱
い

と
な
り
、
由
良
要
塞
司
令
部
の
検
閲
済
印

に
は
暗
い
世
相
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
富
士

山
や
滝
、
電
車
な
ど
絵
的
に
〝
遊
び
心
〞

に
満
ち
た
楽
し
い
図
絵
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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　大阪府南部と和歌山県北部を基盤と
して、大阪の難波から和歌山・関西空港・
高野山などを結ぶ南海電鉄。社名の「南
海」とは律令制の南海道（紀伊国・淡路・
四国）に由来する。南海線（南海本線
と 4つの支線を総称）、空港線、高野
線（鋼索線含む）、全154.8㎞の営業路
線を702両の列車が運行している。グ
ループは運輸、不動産、流通、レジャー・
サービス、建設、その他の 6セグメン
トから成り、「Fine ＆ Bright　NANKAI
―お客さまとともに」のスローガンの
もと、企業としての社会的責任を果た
し、各分野で堅実な成長を重ねている。

Fine ＆ Bright　
NANKAI お客さまとともに
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